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優勝＝穴井隆将五段（近畿・天理大職）

平成 25 年
全日本柔道
選手権大会

穴
井
隆
将
が
二
度
目
の
天
皇
杯

現
役
最
後
の
大
会
で
有
終
の
美
を
飾
る
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穴井隆将（近畿）

４年ぶり２回目の優勝
　

平
成
25
年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

は
、
４
月
29
日
に
日
本
武
道
館
で
９
２
０

０
人
の
観
客
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。

　

試
合
は
、
決
勝
で
穴
井
隆
将
五
段
（
近

畿
・
天
理
大
職
）
と
、
初
出
場
な
が
ら
勝

ち
上
が
っ
て
き
た
原
沢
久
喜
三
段（
東
京
・

日
本
大
）
が
対
戦
。
穴
井
五
段
が
指
導
２

で
得
た
有
効
ポ
イ
ン
ト
で
勝
利
し
、
４
年

ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

大
会
は
、
全
国
10
地
区
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
35
名
に
前
回
優
勝
者
・
準
優
勝
者

を
加
え
た
37
名
が
出
場
し
、体
重
無
差
別
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
覇
が
争
わ
れ
た
。
試

合
は
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規
定
で
行

わ
れ
、
試
合
時
間
は
６
分
間
、
時
間
内
で

勝
負
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
旗
判
定
に
よ

り
勝
敗
を
決
し
た
。

◇
第
一
ブ
ロ
ッ
ク

　

こ
の
大
会
を
限
り
に
競
技
を
退
く
こ
と

を
表
明
し
て
い
る
穴
井
隆
将
（
天
理
大

職
）、
今
年
２
月
の
グ
ラ
ン
プ
リ
・
デ
ュ

ッ
セ
ル
ド
ル
フ
100
㎏
超
級
優
勝
の
百
瀬
優

（
旭
化
成
）、現
役
高
校
生
の
佐
藤
和
哉（
静

岡
学
園
高
）
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

　

穴
井
は
初
戦
と
な
る
２
回
戦
で
佐
々
木

智
哉
（
青
森
県
警
）
に
大
内
返
、
３
回
戦

で
北
見
剛
（
警
視
庁
）
に
合
技
（
払
腰
か

決
勝
、
穴
井
隆
将
五
段
（
左
）
と

原
沢
久
喜
三
段
の
組
み
手
争
い
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開会式、柔道日本一を目指す 37 名の精鋭たち

準決勝、石井竜太を体落で降す
準々決勝、
組み勝って百瀬優の技を封じ、優勢勝

初戦（２回戦）、佐々木智哉に一本勝３回戦、北見剛に横四方固で勝利

穴井隆将、初戦〜準決勝

全日本柔道選手権大会
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ら
横
四
方
固
〔
共
に
技
有
〕）
で
一
本
勝

し
た
。

　

百
瀬
は
初
戦
（
２
回
戦
）
で
小
林
悠
輔

（
筑
波
大
）
に
２
―
１
で
判
定
勝
し
、
３

回
戦
で
佐
藤
と
対
戦
し
た
。
百
瀬
は
佐
藤

の
大
内
刈
、
小
外
刈
、
大
外
刈
な
ど
の
攻

撃
を
受
け
る
も
時
間
終
了
間
際
に
大
外
刈

で
技
有
を
奪
っ
て
勝
利
し
た
。

◇
第
二
ブ
ロ
ッ
ク

　

昨
年
準
優
勝
で
悔
し
い
思
い
を
し
た
石

井
竜
太
（
日
本
中
央
競
馬
会
）
は
、
初
戦

と
な
る
２
回
戦
で
野
田
嘉
明
（
旭
化
成
）

と
対
戦
し
、
指
導
で
得
た
技
有
ポ
イ
ン
ト

で
勝
利
。
３
回
戦
で
は
渡
辺
智
斗
（
パ
ー

ク
24
）
に
浮
落
を
決
め
て
一
本
勝
し
た
。

　

小
林
大
輔
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
は
、
第
一

ブ
ロ
ッ
ク
の
小
林
悠
輔
と
兄
弟
で
の
出
場

を
果
た
し
た
。
兄
の
大
輔
は
昨
年
の
グ
ラ

ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
（
100
㎏
級
）
で
オ
ー
ル

一
本
勝
を
収
め
る
な
ど
実
力
を
伸
ば
し
て

い
る
選
手
。
今
大
会
も
２
、
３
回
戦
を
一

本
勝
で
勝
利
す
る
な
ど
、
好
調
ぶ
り
を
み

せ
た
。

◇
第
三
ブ
ロ
ッ
ク

　

前
回
頂
点
に
立
っ
た
加
藤
博
剛
（
千
葉

県
警
）
は
、
初
戦
（
２
回
戦
）
で
森
本
翔

太
（
札
幌
山
の
手
高
教
）
と
対
戦
。
巻
込

技
か
ら
の
腕
挫
十
字
固
で
勝
利
し
た
。
し

か
し
、
３
回
戦
で
今
井
敏
博
（
新
潟
綜
合

警
備
保
障
）
に
引
込
返
（
技
有
）
を
時
間

終
了
間
際
に
も
ら
っ
て
敗
退
し
た
。

　

３
大
会
前
に
優
勝
の
高
橋
和
彦
（
新
日

鐵
住
金
）
は
、
３
回
戦
で
垣
田
恭
兵
（
旭

化
成
）
に
背
負
投
な
ど
で
攻
め
ら
れ
、
指

導
２
で
敗
れ
た
。
優
勝
経
験
の
あ
る
二
名

が
、
早
く
も
姿
を
消
し
た
。

◇
第
四
ブ
ロ
ッ
ク

　

昨
年
の
全
日
本
学
生
体
重
別
、
講
道
館

杯
、
今
年
の
ベ
ル
ギ
ー
国
際
、
さ
ら
に
は

本
大
会
東
京
地
区
予
選
を
制
し
て
勢
い
に

乗
る
原
沢
久
喜
（
日
本
大
）
は
、
初
戦
と

な
る
２
回
戦
で
稲
垣
亮
（
三
重
県
警
）
に

内
股
で
一
本
勝
。
幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。
３
回
戦
で
は
増
渕
樹
（
旭
化

成
）
を
小
外
刈
や
内
股
で
攻
め
、
指
導
２

で
得
た
有
効
ポ
イ
ン
ト
で
優
勢
勝
し
た
。

　

今
年
で
15
回
目
、
自
ら
が
持
つ
最
多
出

場
記
録
を
更
新
し
た
棟
田
康
幸（
警
視
庁
）

は
、
３
回
戦
で
七
戸
龍
（
九
州
電
力
）
と

対
戦
し
た
。
棟
田
は
背
負
投
、
七
戸
は
大

内
刈
な
ど
を
狙
う
も
決
ま
ら
ず
、
勝
負
は

判
定
ま
で
も
つ
れ
、
２
―
１
で
棟
田
が
勝

利
し
た
。

▽
前
回
優
勝
者
（
３
回
戦
敗
退
）
＝

　

加
藤
博
剛
選
手
（
千
葉
県
警
）

「
今
井
選
手
の
出
し
た
終
了
間
際
の
技

（
引
込
返
）
で
背
中
を
着
い
た
と
は
思

わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
し
ょ
う
が
な

い
で
す
。
引
込
返
を
狙
っ
て
い
る
の
は

分
か
っ
て
い
た
の
で
、
想
定
外
の
出
来

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

力
を
出
し
切
り
、
試
合
運
び
も
悪
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
瞬
だ
け
対
応

し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
で
も
う

一
度
優
勝
し
て
、
世
界
選
手
権
の
代
表

選
手
に
な
れ
る
よ
う
ア
ピ
ー
ル
し
た
か

っ
た
で
す
。
残
念
で
す
が
、
悔
し
が
っ

て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
ね
」

▽
高
校
生
で
全
日
本
出
場
＝

　

佐
藤
和
哉
選
手
（
静
岡
学
園
高
）

　

高
校
生
な
が
ら
東
海
地
区
の
予

選
を
２
位
で
通
過
。
本
大
会
へ
の

出
場
を
果
た
し
た
。
181
㎝
110
㎏
。

３
月
の
全
国
高
等
学
校
選
手
権
で

は
無
差
別
を
制
し
て
い
る
。

　

初
戦
は
菊
川
顕
（
岡
山
商
科
大

職
）
に
内
股
、
小
外
刈
な
ど
で
攻

め
、
優
勢
勝
を
収
め
た
も
の
の
、

３
回
戦
で
百
瀬
優
（
旭
化
成
）
に

破
れ
た
。

「
緊
張
し
ま
し
た
が
、
楽
し
め
ま

し
た
。
百
瀬
選
手
と
の
対
戦
で
は
、

持
ち
味
で
あ
る
攻
め
の
柔
道
を
出

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後
も
一
瞬

の
隙
を
つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
も
っ
と
集
中
力
を
持
続
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」

▲２回戦、佐藤対菊川＝佐藤（右）が内股で
攻める

▼３回戦、今井対加藤＝技有となった今井（下）の引込返

　

序
盤
戦
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
・
コ
メ
ン
ト
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平成25年
全日本柔道選手権大会

優勝　　　　　　　

内
股

○

○

優
勢
勝

○

優
勢
勝○

優
勢
勝

優
勢
勝

優
勢
勝

内
股

優
勢
勝優

勢
勝

○○
大
内
返

優
勢
勝

○
合
技

優
勢
勝

優
勢
勝

優
勢
勝

○
隅
落

○
内
股

○
一
本
背
負
投

腕
挫
十
字
固

優
勢
勝 優

勢
勝

優
勢
勝

大
外
刈

浮
落

小
外
刈

浮
落

○
合
技

優
勢
勝

○○

○

○

○

腕
挫
十
字
固

合
技

体
落

 

段
位 

　地
区

　
所
属 

出
場
回
数

野
島
恒
久 

四
段 

（
東
北
・
福
島
県
警
） 

２

田
中
大
貴 

三
段 

（
東
京
・
国
士
舘
大
） 

初

七
戸

　龍 

三
段 

（
九
州
・
九
州
電
力
） 

３

棟
田
康
幸 

五
段 

（
東
京
・
警
視
庁
） 

15

齋
藤

　俊 

三
段 

（
近
畿
・
新
日
鐵
住
金
） 

４

奥
嶋

　聡 

四
段 

（
中
国
・
山
口
県
警
） 

２

稲
垣

　亮 

四
段 

（
東
海
・
三
重
県
警
） 

２

原
沢
久
喜 

三
段 

（
東
京
・
日
本
大
） 

初

永
瀬
貴
規 

三
段 

（
関
東
・
筑
波
大
） 

初

増
渕

　樹 

五
段 

（
九
州
・
旭
化
成
） 

５

影
野
裕
和 

四
段 

（
四
国
・
愛
媛
県
警
） 

２

森
本
翔
太 

五
段 

（
北
海
道
・
札
幌
山
の
手
高
教
） 

初

加
藤
博
剛 

五
段 

（
推
薦
・
千
葉
県
警
） 

６

中
川
裕
喜 

三
段 

（
東
京
・
セ
ン
コ
ー
） 

初

今
井
敏
博 

四
段 

（
北
信
越
・
新
潟
綜
合
警
備
保
障
） 

２

長
尾
翔
太 

四
段 

（
近
畿
・
兵
庫
県
警
） 

２

垣
田
恭
兵 
四
段 

（
九
州
・
旭
化
成
） 

初

高
橋
和
彦 
五
段 
（
東
京
・
新
日
鐵
住
金
） 

５

穴
井
亮
平 

四
段 
（
関
東
・
了
徳
寺
学
園
職
） 

２

小
林
大
輔 

四
段 
（
東
京
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
） 

３

松
本
雄
史 

五
段 

（
近
畿
・
兵
庫
県
警
） 

２

大
辻
康
太 

三
段 

（
関
東
・
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
） 

初

形
部
安
彦 

四
段 

（
四
国
・
香
川
県
警
） 

２

桶
谷
知
生 

四
段 

（
北
信
越
・
朝
日
町
柔
道
協
会
） 

初

渡
辺
智
斗 

三
段 

（
東
京
・
パ
ー
ク
24
） 

初

吉
永
慎
也 

五
段 

（
近
畿
・
新
日
鐵
住
金
） 

３

野
田
嘉
明 

四
段 

（
九
州
・
旭
化
成
） 
２

石
井
竜
太 

三
段 

（
推
薦
・
日
本
中
央
競
馬
会
） ３

遠
藤

　剛 

四
段 

（
北
海
道
・
北
海
道
警
） 

３

小
林
悠
輔 

三
段 

（
関
東
・
筑
波
大
） 

初

百
瀬

　優 

四
段 

（
東
京
・
旭
化
成
） 

３

菊
川

　顕 

四
段 

（
中
国
・
岡
山
商
科
大
職
） 

６

佐
藤
和
哉 

三
段 

（
東
海
・
静
岡
学
園
高
） 

初

佐
々
木
智
哉 

四
段 

（
東
北
・
青
森
県
警
） 

４

穴
井
隆
将 

五
段 

（
近
畿
・
天
理
大
職
） 

９

北
見

　剛 

四
段 

（
東
京
・
警
視
庁
） 

２

辻

　玄
太 

四
段 

（
九
州
・
旭
化
成
） 

初

穴井　隆将

優
勢
勝 優

勢
勝

優
勢
勝

優
勢
勝

優
勢
勝

▲３回戦、石井対渡辺＝石井（奥）が浮落で一本勝

▼

２
回
戦
、
原
沢
対
稲
垣
＝
原
沢
（
奥
）

が
内
股
で
一
本
勝

▼

３
回
戦
、
穴
井
対
北
見
＝
穴
井
（
上
）

が
払
腰
で
技
有
を
奪
う

▲３回戦、棟田対七戸＝棟田（左）が足技で攻める
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原
沢
久
喜　

優
勢
勝　

棟
田
康
幸

　

初
出
場
の
原
沢
は
、
序
盤
か
ら
払

腰
、
内
股
で
ベ
テ
ラ
ン
棟
田
を
揺
さ

ぶ
る
。
防
戦
一
方
の
棟
田
に
指
導
が

重
な
る
が
、原
沢
も
攻
め
き
れ
な
い
。

時
間
と
な
り
、
原
沢
が
指
導
３
で
得

た
技
有
ポ
イ
ン
ト
で
優
勢
勝
を
収
め

た
（
下
写
真
・
右
が
原
沢
）。

垣
田
恭
兵　

○
浮
落　

今
井
敏
博

　

垣
田
が
左
、
今
井
が
右
の
ケ
ン

カ
四
つ
。
１
分
過
ぎ
、
垣
田
は
左

小
外
刈
で
今
井
を
攻
め
る
。
今
井

は
右
足
を
引
い
て
こ
れ
を
躱か
わ

し
、

右
小
外
刈
で
反
撃
す
る
。
す
る
と

今
度
は
垣
田
が
左
足
を
引
い
て
透す

か
し
、
浴
び
せ
倒
す
よ
う
に
し
て

浮
落
を
決
め
た
（
写
真
）。

穴
井
隆
将　

優
勢
勝　

百
瀬
優

　

組
み
手
争
い
で
優
位
に
立
つ
穴

井
（
写
真
・
左
）
は
、
百
瀬
の
技

を
封
じ
、
内
股
で
攻
め
る
。
技
が

出
せ
な
い
百
瀬
に
、
指
導
が
３
つ

重
な
る
。

　

穴
井
は
最
後
ま
で
組
み
勝
っ
て

百
瀬
の
攻
撃
を
許
さ
ず
、
指
導
で

得
た
技
有
ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て
勝

利
し
た
。

　

準
々
決
勝

石
井
竜
太　

○
大
外
刈　

小
林
大
輔

　

２
分
過
ぎ
、
両
者
右
組
の
状
態
か
ら
、

小
林
が
石
井
の
前
足
に
様
子
見
の
小
外

刈
、
小
内
刈
を
続
け
ざ
ま
に
と
ば
す
。
そ

の
後
、
勢
い
よ
く
踏
み
込
ん
で
右
大
内
刈

で
攻
め
、
技
有
を
奪
う
。
仕
切
り
直
し
て

３
分
過
ぎ
、
石
井
も
負
け
じ
と
小
林
の
奥

襟
を
取
り
、
崩
し
を
後
回
し
に
し
て
強
引

に
右
大
外
刈
を
放
つ
。
倒
さ
れ
ま
い
と
す

る
小
林
に
、
石
井
は
軸
足
を
ケ
ン
ケ
ン
し

て
技
を
決
め
や
す
い
位
置
に
回
り
込
み
、

つ
い
に
は
大
き
く
刈
っ
て
小
林
の
背
中
を

畳
に
叩
き
つ
け
た
（
写
真
）。
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準
決
勝

穴
井
隆
将　

○
体
落　

石
井
竜
太

　

試
合
開
始
間
も
な
く
、
穴
井
が
先
に
十
分
な
組
み
手
と
な
る
。
石
井
も
右
手
で
釣
り

手
を
取
り
に
い
く
が
、
穴
井
は
左
襟
を
取
っ
て
左
体
落
で
攻
め
る
（
写
真
）。
す
る
と
石

井
は
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
つ
ん
の
め
る
よ
う
な
姿
勢
か
ら
畳
に
転
が
っ
て
「
一
本
」。
開

始
14
秒
の
出
来
事
に
、
会
場
か
ら
は
驚
き
の
声
と
歓
声
が
同
時
に
湧
き
起
こ
っ
た
。

原
沢
久
喜　

○
内
股　

垣
田
恭
兵

　

初
出
場
同
士
の
戦
い
。
191
㎝
120
㎏
の
原
沢
と
174
㎝
86
㎏
の
垣
田
。
体
格
差
で
勝
る
原

沢
は
、
奥
襟
を
取
っ
て
内
股
、
大
外
刈
、
大
内
刈
で
攻
め
る
が
、
垣
田
も
負
け
じ
と
背

負
投
を
狙
う
。
１
分
過
ぎ
、
垣
田
は
原
沢
の
内
股
を
透
か
し
て
技
有
を
奪
う
。
追
う
立

場
に
な
っ
た
原
沢
は
、
垣
田
の
後
ろ
帯
を
取
っ
て
右
内
股
で
反
撃
。
垣
田
は
こ
れ
に
対

し
、左
足
を
絡
め
て
堪こ
ら

え
、返
し
技
を
狙
う
。
力
勝
負
と
な
っ
た
が
こ
れ
は
原
沢
に
軍
配
。

内
股
で
一
本
勝
を
収
め
た
（
写
真
）。

　

体
の
大
き
な
相
手
に
先
制
し
、
最
後
ま
で
果
敢
に
攻
め
続
け
た
垣
田
。
敗
れ
は
し
た

も
の
の
、
退
場
時
に
観
客
か
ら
大
き
な
声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
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穴
井
隆
将　

優
勢
勝　

原
沢
久
喜

　

穴
井
が
左
、
原
沢
が
右
の
ケ
ン
カ
四
つ
。
序
盤
は
穴
井
が
小
外
刈
、
原
沢
が
内
股
で

攻
め
合
う
。
両
者
引
き
手
を
取
れ
な
い
状
況
が
続
き
、
互
い
に
指
導
が
１
つ
ず
つ
与
え

ら
れ
る
。
残
り
２
分
、
穴
井
は
内
股
、
大
内
刈
を
狙
う
。
決
ま
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

こ
こ
で
原
沢
に
２
つ
目
の
指
導
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
有
効
ポ
イ
ン
ト
１
つ
の
差
で
負
け
て
し
ま
う
原
沢
は
、
引
き
手
が
不

十
分
な
ま
ま
強
引
に
内
股
で
攻
め
る
も
潰
さ
れ
る
。
穴
井
は
釣
り
手
を
巧
み
に
使
っ
て

原
沢
に
技
を
出
さ
せ
ず
、時
間
終
了
。穴
井
が
４
年
ぶ
り
２
回
目
の
天
皇
杯
を
手
に
し
た
。

　

昨
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

２
回
戦
敗
退
と
振
る
わ
ず
、
そ
の
後
は

強
化
選
手
を
辞
退
し
て
い
た
。

　

大
会
前
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
本

大
会
を
限
り
に
競
技
を
退
く
こ
と
を
表

明
。
優
勝
云
々
の
話
よ
り
先
に
、「
１

秒
で
も
長
く
畳
の
上
で
戦
え
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
、謙
虚
な
姿
勢
を
み
せ
た
。

　

大
会
が
始
ま
る
と
、
い
つ
も
と
は
様

子
が
違
っ
た
。
表
情
は
柔
ら
か
く
、
試

合
中
で
も
時
折
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
。

「
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
抱
え
る
こ
と
な
く
、
思
う
が
ま

ま
の
柔
道
が
出
来
ま
し
た
」

思
う
が
ま
ま
の
柔
道
で
、
笑
顔
の
優
勝

優
勝
＝
穴
井
隆
将
五
段
（
近
畿
・
天
理
大
職
）

　

全
日
本
の
舞
台
は
９
回
目
。
何
度
出

場
し
て
も
緊
張
し
て
い
た
が
、
今
回
は

そ
れ
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

「
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
は
初
め
て
で

す
。
畳
に
上
が
る
素
晴
ら
し
さ
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
し
た
」

　

結
果
を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
応
え
よ

う
と
す
る
日
々
。
置
き
去
り
に
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
感
情
を
、
よ
う
や
く
取

り
戻
す
こ
と
が
出
来
た
。

　

優
勝
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、
４
年
前
は

泣
き
崩
れ
た
の
に
対
し
、
今
回
は
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
、
観
客
席
を
見
渡
し

た
。
同
じ
人
物
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の

態
度
の
差
が
、
こ
れ
ま
で
抱
え
て
き
た

も
の
の
重
さ
を
伝
え
て
い
る
。

　

今
後
は
指
導
者
の
道
を
進
む
。

「
心
の
底
か
ら
柔
道
を
楽
し
ん
で
、
純

粋
な
気
持
ち
で
戦
え
る
選
手
を
育
て
て

み
た
い
で
す
」

　

今
の
自
分
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
歩
む
方
向
を
し
っ
か
り
と
見

据
え
て
い
る
。

優
勝
し
て
笑
顔
を
見
せ
る
穴
井
五
段

　

決　

勝

穴井（左）は釣り手を巧みに使い、終止、原沢の技を封じた
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▽
準
優
勝
＝
原
沢
久
喜
選
手
（
日
本
大
）

「
穴
井
選
手
と
の
対
戦
で
は
、
組
み
手
の

部
分
で
歯
が
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
組
ま

な
い
と
得
意
な
技
も
掛
け
ら
れ
な
い
の
で

ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ベ
テ
ラ
ン

選
手
の
上う

手ま

さ
を
実
感
し
ま
し
た
」

▽
３
位
＝

　

石
井
竜
太
選
手
（
日
本
中
央
競
馬
会
）

「
体
落
で
負
け
た
の
は
初
め
て
で
す
。
畳

に
叩
き
付
け
ら
れ
た
と
き
、
ま
だ
ま
だ
や

る
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
な
と
思
い

ま
し
た
。
穴
井
選
手
は
恐
ら
く
こ
の
一
瞬

を
狙
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
今
回
が
最

後
と
言
っ
て
も
、
実
力
は
相
当
に
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
純
粋
に
柔
道
を
楽
し
ん
で

い
る
様
子
で
し
た
が
、
自
分
の
場
合
は
そ

う
い
う
感
情
は
捨
て
て
、
た
だ
た
だ
勝
ち

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
信
条
で
あ
る

思
い
切
り
の
い
い
柔
道
が
出
来
な
か
っ
た

の
が
敗
因
で
す
」

▽
３
位
＝
垣
田
恭
兵
選
手
（
旭
化
成
）

　

81
㎏
級
で
あ
り
な
が
ら
、
無
差
別
の
試

合
で
健
闘
し
会
場
を
沸
か
せ
た
。

「
い
い
流
れ
の
と
き
は
必
ず
組
み
勝
っ
て

　

選
手
・
関
係
者
コ
メ
ン
ト

い
る
の
で
、
そ
の
点
を
気
に
し
な
が
ら
試

合
に
臨
み
ま
し
た
。
無
差
別
で
こ
こ
ま
で

勝
利
で
き
て
、
自
信
に
な
り
ま
し
た
」

▽
ベ
ス
ト
８
＝
百
瀬
優
選
手
（
旭
化
成
）

「
大
会
前
ま
で
は
す
ご
く
調
子
が
よ
か
っ

た
の
で
す
が
、
優
勝
を
意
識
し
す
ぎ
て
初

戦
か
ら
体
が
固
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
穴
井
選
手
と
の
対
戦
で
は
組
み
負
け

て
、
先
手
を
取
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
の

柔
道
が
出
来
な
く
て
残
念
で
し
た
」

▽
ベ
ス
ト
８
＝

　

小
林
大
輔
選
手
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

「
石
井
選
手
は
体
が
大
き
い
の
で
、
最
初

か
ら
攻
め
続
け
て
ペ
ー
ス
を
摑つ
か

も
う
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
決
め
ら
れ
た
大

外
刈
は
、
思
い
切
り
入
ら
れ
て
し
ま
い
、

逃
げ
道
が
な
く
、力
の
差
を
感
じ
ま
し
た
」

▽
ベ
ス
ト
８
＝

　

今
井
敏
博
選
手（
新
潟
総
合
警
備
保
障
）

「
加
藤
選
手
と
の
対
戦
で
は
、
技
を
返
さ

れ
た
ら
そ
れ
が
自
分
の
実
力
と
割
り
切
っ

て
、全
力
で
臨
み
ま
し
た
。
準
決
勝
で
は
、

も
う
少
し
落
ち
着
い
て
戦
っ
て
い
れ
ば
一

本
が
取
れ
た
と
思
い
ま
す
。
悔
し
い
の
一

言
で
す
」

▽
ベ
ス
ト
８
＝
棟
田
康
幸
選
手（
警
視
庁
）

「
今
日
は
全
然
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。『
引
退
し
ろ
』
と
い
う
野
次

が
聞
こ
え
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
い

ろ
い
ろ
な
逆
境
を
は
ね
の
け
て
、
ま
た
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

◉
井
上
康
生
全
日
本
男
子
監
督

「
現
役
を
退
く
選
手
に
他
の
選
手
た
ち
が

完
敗
し
た
こ
と
に
対
し
、
強
く
責
任
を
感

じ
て
い
ま
す
。
今
日
の
試
合
を
見
て
、
重

量
級
の
再
建
と
い
う
部
分
で
、
あ
ら
た
め

て
危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。

　

原
沢
選
手
に
つ
い
て
は
、
初
出
場
初
優

勝
の
難
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
は
残
り
１
、
２
分
か
ら
強
さ
を
発

揮
し
て
い
ま
し
た
が
、
決
勝
で
は
追
い
上

げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

七
戸
選
手
は
重
量
級
の
代
表
選
考
に
立

と
う
と
す
る
立
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
３

回
戦
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
棟
田
選

手
は
確
か
に
強
い
で
し
ょ
う
が
、
腰
が
引

け
た
試
合
を
し
て
い
る
よ
う
で
は
話
に
な

り
ま
せ
ん
。
捻ひ
ね

り
潰
し
て
で
も
勝
っ
て
や

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
必
要
で
す
。

　

重
量
級
は
、
小
・
中
・
高
の
選
手
を
見

て
育
て
る
な
ど
、
長
期
的
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
」

投
の
形
＝

取
・
鉄
谷
竜
三
六
段
、
受
・
仮
屋
力
五
段

極
の
形
＝

取
・
徳
武
宗
昭
五
段
、
受
・
坪
井
清
仁
五
段

古
式
の
形
＝

取
・
髙
澤
雅
樹
八
段
、
受
・
林
広
志
七
段

　

形
演
武
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緒
方
が
初
の
皇
后
盃

皇
后
盃
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会
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第
28
回
皇
后
盃
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会
は
４
月
21
日
、
横
浜
文
化
体
育
館
（
神
奈
川
・
横
浜
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
全

国
各
地
域
を
代
表
す
る
36
名
の
選
手
が
出
場
し
、
体
重
無
差
別
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
女
子
柔
道
日
本
一
の
座
を
争
っ
た
。

　

決
勝
で
は
、
緒
方
亜
香
里
（
了
徳
寺
学
園
職
）
が
田
知
本
愛
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
を
破
り
、
初
優
勝
を
手
に
し
た
。
３
位
に
は
、
前
年
度
優

勝
の
山
部
佳
苗
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
と
白
石
の
ど
か
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
が
入
賞
し
た
。

14 年ぶりとなる
最重量級以外の優勝

決勝＝緒方（左）対田知本
緒方が大内刈で有効を奪う
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試
合
は
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規
定

で
行
わ
れ
、
試
合
時
間
は
６
分
間
、
勝
敗

が
決
し
な
い
場
合
は
延
長
戦
を
行
わ
ず
旗

判
定
と
な
る
。

　

前
年
度
優
勝
の
山
部
佳
苗
（
ミ
キ
ハ
ウ

ス
）
は
順
当
に
勝
ち
上
が
り
、
４
回
戦
で

烏
帽
子
美
久
（
東
海
大
）
に
判
定
勝
で
準

決
勝
に
進
む
。

　

第
２
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
昨
年
の
ロ
ン
ド

ン
五
輪
78
㎏
級
代
表
・
緒
方
亜
香
里
（
了

徳
寺
学
園
職
）
が
、
４
回
戦
で
上
野
巴
恵

（
自
衛
隊
体
育
学
校
）
に
指
導
２
に
よ
る

優
勢
勝
で
、
初
め
て
の
準
決
勝
進
出
と
な

る
。

　

第
３
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
、
８
回
目
の
出

場
と
な
る
田
知
本
愛
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
が
、

４
回
戦
で
穴
井
さ
や
か
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

を
出
足
払
、
内
股
の
合
技
で
破
り
、
５
年

ぶ
り
に
準
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
の
４
回
戦
は
、
白
石
の

ど
か
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
と
佐
藤
瑠
香
（
コ

マ
ツ
）
の
白
熱
し
た
対
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。白
石
が
小
外
刈
で
有
効
を
取
る
と
、

佐
藤
が
指
導
２
で
並
び
、
さ
ら
に
小
外
刈

で
有
効
を
奪
っ
て
逆
転
。
す
る
と
白
石
が

再
び
小
外
刈
を
決
め
て
技
有
を
奪
い
、
リ

ー
ド
を
保
っ
た
ま
ま
試
合
終
了
。
白
石
の

初
の
準
決
勝
進
出
と
な
っ
た
。

　

準
決
勝
第
一
試
合
は
山
部
対
緒
方
。
ケ

ン
カ
四
つ
で
な
か
な
か
技
が
出
ず
、
ポ
イ

ン
ト
の
な
い
ま
ま
試
合
が
進
む
。
開
始
か

ら
３
分
半
、
山
部
が
緒
方
の
体
落
を
か
わ

し
て
正
面
に
回
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
緒
方

が
大
内
刈
を
か
け
る
と
、
山
部
は
背
中
か

ら
倒
れ
て
、
一
本
。
昨
年
女
王
が
こ
こ
で

敗
退
、
緒
方
が
皇
后
盃
に
一
歩
近
づ
く
。

　

準
決
勝
第
二
試
合
は
田
知
本
と
白
石
の

対
戦
。
払
腰
や
内
股
な
ど
で
積
極
的
に
攻

め
る
田
知
本
に
対
し
、
白
石
は
技
が
出
ず

指
導
が
つ
く
。
開
始
か
ら
２
分
半
、
田
知

本
が
白
石
の
奥
襟
深
く
を
と
り
、
頭
が
下

が
っ
た
と
こ
ろ
で
支
釣
込
足
を
掛
け
て
有

効
を
奪
う
。
そ
の
ま
ま
崩
上
四
方
固
で
押

さ
え
込
み
、
一
本
勝
ち
。

　

決
勝
は
緒
方
対
田
知
本
で
、
共
に
初
の

決
勝
進
出
で
あ
る
。
前
半
、
田
知
本
が
支

釣
込
足
、
内
股
な
ど
、
積
極
的
な
攻
撃
を

見
せ
る
。
一
方
の
緒
方
は
、
奥
襟
を
と
っ

て
相
手
を
揺
さ
ぶ
る
も
技
が
出
ず
、
開
始

２
分
半
に
指
導
が
つ
く
。
指
導
を
受
け
た

緒
方
は
こ
の
直
後
、
奥
襟
と
引
き
手
を
素

早
く
取
っ
て
大
内
刈
。
田
知
本
は
体
を
捻

っ
て
凌
ご
う
と
す
る
が
、
有
効
と
な
る
。

そ
の
後
も
激
し
い
攻
防
戦
が
続
い
た
が
、

両
者
新
た
な
ポ
イ
ン
ト
の
な
い
ま
ま
試
合

終
了
。
緒
方
が
初
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
緒
方
亜
香
里
三
段

　

出
場
４
回
目
。
初
出
場
の
と
き
か
ら
の
夢

だ
っ
た
優
勝
を
手
に
し
た
。

「
本
物
の
日
本
一
を
決
め
る
大
会
な
の
で
、

皇
后
盃
が
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
は
強
く
あ

り
ま
し
た
」

「
初
め
て
出
場
し
た
と
き
は
１
回
戦
が
塚
田

さ
ん
で
、
次
の
年
も
塚
田
さ
ん
と
当
た
り
ま

し
た
。
そ
の
次
の
年
は
１
回
戦
で
田
知
本
さ

ん
。
あ
る
意
味
、
く
じ
運
が
良
か
っ
た
と
い

う
か
（
笑
）」

　

今
年
も
、
試
合
で
一
度
も
勝
っ
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
上
野
巴
恵
と
４
回
戦
で
、
そ
し

て
前
年
度
優
勝
の
山
部
佳
苗
と
準
決
勝
で
当

た
る
、
厳
し
い
組
み
合
わ
せ
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
日
の
緒
方
は
違
っ
た
。

「
褒
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
ま
り
な
い

ん
で
す
け
ど
、
今
日
は
み
ん
な
か
ら
『
い
い

ぞ
』
と
言
わ
れ
て
。
自
分
で
も
切
れ
て
い
る
、

冴
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
今
日
は

つ
い
て
い
ま
し
た
ね
」

　

そ
し
て
、
決
勝
の
相
手
は
田
知
本
。

「
負
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
出
せ
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
弱
気
に
な
れ
ば
負
け

る
と
思
い
ま
し
た
。
最
後
ま
で
気
持
ち
を
切

ら
さ
ず
に
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　

万
全
の
調
子
と
強
い
気
持
ち
で
初
優
勝
に

輝
い
た
緒
方
だ
が
、
こ
の
数
カ
月
前
ま
で
状

況
は
全
く
違
っ
た
。
そ
れ
は
昨
年
の
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
回
戦
で
敗
退
し
た
こ

と
か
ら
。

「
悔
し
い
し
、
申
し
訳
な
い
と
い
う
思
い

で
す
ご
く
落
ち
込
ん
じ
ゃ
っ
て
、
１
カ
月
く

ら
い
柔
道
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
自
分
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な
と
思
っ

て
。
立
ち
直
っ
た
の
は
、
３
月
に
入
っ
た
頃
。

薪
谷
翠
コ
ー
チ
に
『
昔
の
自
分
を
思
い
出
し

な
さ
い
』
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
目

を
覚
ま
し
ま
し
た
。
自
分
の
ス
タ
イ
ル
は
こ

う
だ
、
こ
う
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
と
。
周

り
の
支
え
や
応
援
も
あ
っ
た
の
で
、
調
子
が

悪
い
中
で
も
頑
張
れ
ま
し
た
。
柔
道
し
か
な

い
、
柔
道
が
好
き
だ
と
い
う
思
い
で
、
も
っ

と
頑
張
ろ
う
と
気
合
い
を
入
れ
ま
し
た
」

　

こ
の
よ
う
な
経
験
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ

そ
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
皇
后
盃
か
も
し

れ
な
い
。

　

最
後
に
、
現
在
の
女
子
柔
道
界
の
問
題
に

つ
い
て
聞
か
れ
る
と
、
こ
う
答
え
た
。

「
大
会
を
見
た
人
が
『
女
子
柔
道
い
い
ね
』

と
思
っ
て
く
れ
た
ら
優
勝
し
て
よ
か
っ
た
と

本
当
に
思
い
ま
す
」
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←準決勝で緒方（上）が山部に
　大内刈で一本勝

○�前年度優勝・第３位＝山部佳
苗選手

「今までやってきたことが全
然出せなかったことが悔しいで
す。満足いく試合ではありませ
ん。去年優勝して、今年も優勝
したいという気持ちがあった中
で勝てなかったのは、成長が足
りなかったということ。社会人
になって環境も変わって、きつ
くなったときに逃げ出したり、
組み手も妥協してしまっていま
した。自分の弱さと向き合って
いませんでした」

【
大
会
結
果
】

　

優　

勝
＝
緒
方
亜
香
里（
了
徳
寺
学
園
職
）

　

準
優
勝
＝
田
知
本
愛
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

　

第
３
位
＝
山
部
佳
苗
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

　
　
　
　
　

白
石
の
ど
か（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

↑準決勝で田知本（左）が白石を押さえ込む
←決勝、田知本（奥）も緒方を攻め続けた

○準優勝＝田知本愛選手
「初めての決勝で、もう少しで優勝に手が届くところだったので、す
ごく悔しいです。自分の組み手にまでいかないところで技をかけてし
まいました。しっかり持ってなかったので崩れることも多く、そこを
反省しています。技もワンパターンにならないように取り組んでいき
たいと思います」

◇
中
学
生
選
手
が
出
場
◇

　

今
大
会
、
中
学
３
年
生
で
14
歳
の
三
浦

裕
香
理
選
手
（
潟
上
市
立
天
王
南
中
）
が

出
場
し
て
注
目
を
集
め
た
。
試
合
で
は
惜

し
く
も
初
戦
敗
退
。
初
め
て
出
場
し
た
感

想
を
語
っ
た
。

「
挑
戦
す
る
気
持
ち
で
戦
い
ま
し
た
。
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
か
ら
攻
め

る
柔
道
が
で
き
ず
、
得
意
の
内
股
も
か
け

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う
少
し
力
を
つ

け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
練
習
し
て
い
き

ま
す
。
目
標
は
谷
本
歩
さ
ん
の
よ
う
な
、

技
の
切
れ
る
選
手
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
目
指
し
た
い
で
す
」

心技体 人を育てる総合誌
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《広告》

（ 

四
六
判
・
上
製
・
５
５
２
頁 

）
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《広告》

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD 付・414 頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD 付・336 頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
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ニュース

　

第
57
回
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会
は
、

４
月
21
日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。
試
合
は
一
般
第
１
部
（
都
道
府
県
連

盟
）、
第
２
部
（
実
業
団
・
ク
ラ
ブ
・
道
場
・

大
学
等
）、防
衛
省
第
１
部
（
陸
上
指
定
）、

防
衛
省
第
２
部
（
海
上
・
航
空
・
第
１
部

以
外
の
陸
上
）
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
計

221
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

　

一
般
第
１
部
は
、
神
奈
川
が
北
海
道
を

退
け
て
２
大
会
ぶ
り
４
回
目
の
優
勝
、
第

２
部
は
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ�

Ａ
（
東
京
）
が
２

連
覇
を
遂
げ
た
。
防
衛
省
第
１
部
は
、
１

普
連
（
東
京
）
が
３
大
会
ぶ
り
２
回
目
の

優
勝
、
第
２
部
は
日
本
原
（
岡
山
）
が
10

連
覇
を
達
成
し
た
。

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
（
一
般
第

２
部
の
み
予
選
で
リ
ー
グ
戦
を
採
用
）、

試
合
時
間
３
分
、
３
本
勝
負
で
争
わ
れ
、

時
間
内
に
勝
負
が
つ
か
な
い
場
合
は
旗
判

定
に
よ
り
勝
敗
を
決
し
た
。

□
一
般
第
１
部
（
５
人
制
・
25
チ
ー
ム
）

　

前
回
３
位
の
神
奈
川
は
、
初
戦
（
２
回

戦
）
で
石
川
を
４
―
１
、
３
回
戦
で
山
口

を
３
―
２
で
降
し
、
準
決
勝
で
大
分
と
対

戦
し
た
。
神
奈
川
は
先
鋒
が
判
定
で
、
次

鋒
か
ら
副
将
ま
で
は
一
本
勝
ち
で
勝
利
。

４
―
１
で
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

一
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
前
回
優
勝
の

北
海
道
が
準
決
勝
で
香
川
を
４
―
１
で
降

し
、
再
び
決
勝
の
舞
台
へ
と
進
ん
だ
。

▽
決
勝

　

神
奈
川　
　

４
―
１　
　

北
海
道

野
原　

崇　
　

㊤
―　
　
　

菊
川
一
輝

鈴
木
崇
之　
　

㊤
―　
　
　

山
本　

卓

福
原
大
祐　
　

㊤
―　
　
　

川
﨑
喜
一

柴
田
良
平　

上
上
―
㊦　
　

植
松
正
平

鈴
木　

勇　
　
　

―
㊤　
　

村
井
謙
二

　

先
鋒
戦
、
神
奈
川
・
野
原
は
北
海
道
・

菊
川
の
連
続
技
に
苦
し
め
ら
れ
る
も
、
上

胴
を
決
め
て
先
制
。
一
本
勝
ち
し
た
。
次

鋒
戦
も
神
奈
川
・
鈴
木
が
試
合
終
了
間
際

に
上
胴
を
決
め
て
勝
利
し
た
。

　

勝
負
の
か
か
る
中
堅
戦
、
神
奈
川
・
福

原
と
北
海
道
・
川
﨑
と
の
対
戦
は
、
序
盤

か
ら
近
間
で
の
激
し
い
攻
防
が
続
く
。
１

分
過
ぎ
、
福
原
は
川
﨑
が
放
っ
た
下
胴
を

間
合
い
を
切
っ
て
外
し
、
間
髪
を
入
れ
ず

に
上
胴
を
決
め
る
。
そ
の
ま
ま
時
間
と
な

り
、
福
原
が
一
本
勝
ち
。
こ
の
時
点
で
神

奈
川
の
勝
利
が
決
ま
っ
た
。

　

副
将
戦
は
、
北
海
道
・
植
松
が
下
胴
で

先
制
す
る
も
、
神
奈
川
・
柴
田
が
上
胴
を

２
つ
重
ね
て
逆
転
勝
ち
。
大
将
戦
は
北
海

道
・
村
井
が
上
胴
で
一
本
勝
ち
し
、
一
矢

を
報
い
た
。

一般第 1 部決勝・中堅戦＝福原（右）の上胴が決まる

全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会

防
衛
省
第
１
部
は
１
普
連（
東
京
）が
制
す

一
般
第
１
部 

神
奈
川
が
優
勝



17 月刊「武道」　2013．6

◎
神
奈
川
・
山
田
明
監
督

「
選
手
た
ち
は
今
日
の
た
め
に
よ
く
仕
上

げ
て
き
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
攻
め
を

重
視
し
て
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
に
持
ち
込

む
の
が
チ
ー
ム
の
特
徴
で
す
。
北
海
道
は

若
い
選
手
が
多
く
、
勢
い
が
あ
り
ま
し
た

が
、
う
ち
の
選
手
も
負
け
じ
と
頑
張
り
ま

し
た
」

□
一
般
第
２
部
（
３
人
制
・
17
チ
ー
ム
）

　

予
選
で
は
Ａ
〜
Ｄ
の
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、
各
リ
ー
グ

優
勝
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

ん
だ
。
４
強
に
は
連
覇
を
狙
う
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

Ｋ 

Ａ
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ｂ
（
共
に
東
京
）、

防
衛
大
Ａ
（
神
奈
川
）、国
士
館
大
Ａ
（
東

京
）
が
揃
っ
た
。

　

準
決
勝
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
同
士
の
対
戦
は
、

Ａ
が
先
鋒
か
ら
大
将
ま
で
全
て
二
本
勝
ち

を
収
め
て
勝
利
し
た
。

　

防
衛
大
Ａ
対
国
士
館
大
Ａ
は
、
先
鋒
戦

で
防
衛
大
Ａ
・
阿
比
留
勇
気
が
上
胴
を
２

本
決
め
て
勝
利
す
る
も
、
中
堅
戦
で
国
士

舘
大
Ａ
・
野
田
峻
祐
が
一
本
勝
ち
（
上
胴
）

し
、
勝
ち
星
が
並
ぶ
。
大
将
戦
は
防
衛
大

Ａ
・
新
井
冴
輝
が
上
胴
で
一
本
勝
ち
。
防

衛
大
Ａ
が
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

▽
決
勝

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ�

Ａ（
東
京
）
３
―
０
防
衛
大
Ａ（
神
奈
川
）

三
浦
玄
徳　
　

判
―　
　
　

阿
比
留
勇
気

松
浦　

備　
　

㊦
―　
　
　

藤
崎
慎
平

飯
嶋　

一　
　

㊦
―　
　
　

新
井
冴
輝

　

先
鋒
戦
は
、
時
間
内
に
勝
負
が
決
ま
ら

ず
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ａ
・
三
浦
が
判
定
で

勝
利
し
た
。

　

中
堅
戦
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ａ
・
松
浦
と

防
衛
大
Ａ
・
藤
崎
の
対
戦
は
、
開
始
間
も

な
く
、
松
浦
が
下
胴
を
決
め
る
。
後
が
な

く
な
り
必
死
に
攻
め
る
藤
崎
だ
っ
た
が
、

松
浦
は
こ
れ
を
冷
静
に
木
銃
で
捌さ
ば

く
。
時

間
と
な
り
、
松
浦
が
一
本
勝
ち
。
こ
の
時

点
で
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ａ
が
２
連
覇
を
確
定
。

大
将
戦
も
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ａ
・
飯
嶋
が
下

胴
で
勝
利
し
た
。

◎
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ�

Ａ
中
堅
・
松
浦
備
選
手

「
練
習
量
の
多
い
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て

い
る
の
で
、
十
分
戦
え
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
会
社
と
し
て
は
６
連
覇
を
達
成
で

き
た
の
で
嬉
し
い
で
す
」

□
防
衛
省
第
１
部
（
５
人
制
・
66
チ
ー
ム
）

　

全
日
本
選
手
権
上
位
入
賞
経
験
の
あ
る

根
本
努
、松
野
和
樹
を
擁
す
る
１
普
連（
東

京
）
は
、初
戦
（
２
回
戦
）
で
37
普
連
（
大

阪
）、
３
回
戦
で
６
特
連
（
福
島
）、
４
回

戦
で
前
回
優
勝
の
34
普
連
（
静
岡
）
と
対

戦
し
、全
て
５
―
０
で
退
け
た
。
さ
ら
に
、

準
々
決
勝
で
は
12
普
連
（
鹿
児
島
）
を
３

―
２
の
僅
差
で
降
し
、
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

四
強
は
、
１
普
連
、
50
普
連
（
高
知
）、

18
普
連
（
北
海
道
）、
14
普
連
（
石
川
）。

　

準
決
勝
、
１
普
連
対
50
普
連
は
、
５
―

０
で
１
普
連
の
勝
利
。
次
鋒
戦
で
の
一
本

勝
ち
以
外
は
全
て
判
定
勝
ち
と
い
う
試
合

巧
者
ぶ
り
を
み
せ
た
。
18
普
連
と
14
普
連

一般第 2 部決勝・中堅戦＝
ALSOK A・松浦（左）対防衛大Ａ・藤崎

一般第１部優勝＝神奈川

一般第 2 部優勝＝ ALSOK A
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の
対
戦
は
、
中
堅
戦
が
終
わ
っ
た
段
階
で

18
普
連
が
２
―
１
と
リ
ー
ド
。
迎
え
た
副

将
戦
で
は
18
普
連
が
判
定
で
勝
利
し
、
決

勝
進
出
を
決
め
た
。

▽
決
勝

１
普
連（
東
京
）
４
―
１
18
普
連（
北
海
道
）

江
良
将
人　
　

㊦
―　
　
　

安
西
啓
太

川
村
貴
嗣　
　
　

―
㊦　
　

秋
元
伸
幸

山
崎
泰
弘　
　

㊦
―　
　
　

大
榎
達
宏

根
本　

努　

㊤
上
―　
　
　

澤
田
圭
吾

松
野
和
樹　
　

㊦
―　
　
　

板
垣
翔
太

　

先
鋒
戦
は
、
１
普
連
・
江
良
が
下
胴
を

決
め
る
な
ど
し
て
一
本
勝
ち
。
次
鋒
戦
は

18
普
連
・
秋
元
が
星
を
取
り
返
し
、
五
分

に
持
ち
込
む
。
中
堅
戦
は
、
終
了
間
際
に

近
間
の
攻
防
か
ら
１
普
連
・
山
崎
が
下
胴

を
決
め
て
一
本
勝
ち
を
収
め
た
。

　

勝
負
の
か
か
っ
た
副
将
戦
、
１
普
連
・

根
本
は
開
始
早
々
に
18
普
連
・
澤
田
か
ら

上
胴
を
奪
う
。
さ
ら
に
接
近
戦
か
ら
の
離

れ
際
に
再
び
上
胴
を
決
め
て
、
二
本
勝

ち
。
こ
の
時
点
で
１
普
連
の
優
勝
が
決
定

し
た
。
大
将
戦
は
、
１
普
連
・
松
野
が
下

胴
で
勝
利
し
た
。

◎
１
普
連
・
嶋
田
洋
介
監
督

「
各
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
初
戦
か
ら
力
を
出

し
切
れ
た
の
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
特
に
メ
ン
バ
ー
で
一
番
若
い
山
崎
が

中
堅
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
よ
く
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
連
覇
は
優
勝
チ
ー
ム
し

か
挑
戦
で
き
ま
せ
ん
。来
年
も
狙
い
ま
す
」

◎
１
普
連
副
将
・
根
本
努
選
手

「
決
勝
で
澤
田
選
手
か
ら
上
胴
で
先
制
し

た
後
は
、
様
子
を
み
な
が
ら
試
合
を
進
め

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
相

手
が
勝
負
に
来
て
く
れ
た
の
で
、
も
う
一

本
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」

◎
１
普
連
中
堅
・
山
崎
泰
弘
選
手

「
チ
ー
ム
で
一
番
若
い
私
（
28
歳
）
が
、

中
堅
と
い
う
要
か
な
め
を
任
さ
れ
、
正
直
な
と
こ

ろ
『
自
分
で
い
い
の
か
な
』
と
思
い
な
が

ら
臨
み
ま
し
た
。
今
日
は
全
体
的
に
自
分

の
試
合
が
出
来
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
」

□
防
衛
省
第
２
部
（
５
人
制
・
113
チ
ー
ム
）

　

ベ
ス
ト
４
に
は
９
連
覇
中
の
日
本
原

（
岡
山
）、
佐
渡
（
新
潟
）、
昨
年
準
優
勝

の
大
村
（
長
崎
）、
対
馬
（
長
崎
）
が
揃

っ
た
。
日
本
原
は
５
―
０
で
佐
渡
を
、
大

村
は
３
―
２
で
対
馬
を
降
し
、
そ
れ
ぞ
れ

決
勝
に
進
ん
だ
。

▽
決
勝

日
本
原（
岡
山
）　

４
―
１　

大
村
（
長
崎
）

上
田
啓
二　
　

判
―　
　
　

黒
岩
弘
幸

植
田
晋
悟　

判
ノ
―
㊦　
　

川
原
純
一
郎

藤
原
考
貴　
　
　

―
㊦
上　

森
田
年
彦

德
田
裕
人　
　

判
―　
　
　

浦
川
和
幸

髙
島
武
志　
　

判
―　
　
　

中
島
啓
介

　

前
回
と
同
じ
顔
合
わ
せ
。
先
鋒
戦
は
判

定
で
日
本
原
・
上
田
が
勝
利
。
次
鋒
戦
は

大
村
・
川
原
が
下
胴
で
先
制
す
る
も
、
日

本
原
・
植
田
が
終
了
間
際
に
ノ
ド
で
取
り

防衛省第 2 部決勝・次鋒戦＝
日本原・植田（左）対大村・川原

防衛省第 1 部決勝・副将戦＝
１普連・根本（左）が２本目となる上胴を決めて勝負あり

防
衛
省
第
１
部
決
勝

▲

先
鋒
戦
＝
１
普
連
・
江
良（
左
）が
下
胴
で
先
制

▲

次
鋒
戦
＝
18
普
連
・
秋
元（
右
）が
下
胴
で
星
を
戻
す
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返
す
。
判
定
と
な
り
、植
田
が
勝
利
し
た
。

中
堅
戦
は
大
村
・
森
田
が
残
り
30
秒
で
下

胴
、
上
胴
を
立
て
続
け
に
決
め
て
二
本
勝

ち
。
大
村
が
一
矢
を
報
い
る
。
副
将
戦
は

判
定
に
も
つ
れ
、
日
本
原
・
德
田
が
勝
利
。

こ
こ
で
日
本
原
の
優
勝
が
決
ま
る
。
大
将

戦
も
日
本
原
・
髙
島
が
判
定
で
勝
利
し
、

10
連
覇
を
果
た
し
た
。

◎
日
本
原
・
南
條
和
志
監
督

「
10
連
覇
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
か
な
り

重
か
っ
た
で
す
。
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」

◎
大
村
・
馬
場
新
一
監
督

　

有
効
と
な
っ
た
突
き
の
数
で
は
、
大
村

が
日
本
原
を
上
回
っ
て
い
た
。
試
合
後
、

 「
力
不
足
で
し
た
。
相
手
が
強
か
っ
た
だ

け
で
す
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
」
と
悔
し

涙
を
流
し
た
。

【
大
会
結
果
】

▽
一
般
第
１
部
＝
①
神
奈
川
②
北
海
道
③

大
分
、
香
川

▽
一
般
第
２
部
＝
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ａ（
東
京
）

②
防
衛
大
Ａ
（
神
奈
川
）
③
国
士
館
大

Ａ
（
東
京
）、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ｂ
（
東
京
）

▽
防
衛
省
第
１
部
＝
①
１
普
連
（
東
京
）

②
18
普
連
（
北
海
道
）
③
14
普
連
（
石

川
）、
50
普
連
（
高
知
）

▽
防
衛
省
第
２
部
＝
①
日
本
原
（
岡
山
）

②
大
村
（
長
崎
）
③
対
馬
（
長
崎
）、

佐
渡
（
新
潟
）

防衛省第１部優勝＝１普連（東京）

防衛省第２部優勝＝日本原（岡山）

心技体 人を育てる総合誌

（

）

好評発売中

四六判・上製・278頁
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マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

田
代
し
ん
た
ろ
う

　著

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁 

）

　月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好
評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め
﹂

を
単
行
本
化
！

　柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相
撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少
林
寺
拳
法
・

な
ぎ
な
た
・
銃
剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方
に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、
わ
か
り
や

す
く
、
描
い
て
い
ま
す
。

　大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

《
目
次
》

序
章
　武
道
の
す
す
め

　松
永
光
（
日
本
武
道
館
）
／
高
村
正
彦
（
武
道
議
員
連
盟
）

　／
有
松
育
子
（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　い
ざ
！
　武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　柔
道
の
す
す
め

　大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　剣
道
の
す
す
め

　森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　弓
道
の
す
す
め

　森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　相
撲
の
す
す
め

　塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　空
手
道
の
す
す
め

　金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　合
気
道
の
す
す
め

　多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
山
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　銃
剣
道
の
す
す
め

　桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　古
武
道
の
す
す
め

　竹
内
藤
十
郎
（
柔
術
）
／
笹
森
建
美
（
剣
術
）
／
加
藤
伊
三
男
（
槍
術
）

　／
小
笠
原
清
忠
（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史

《
目
次
》

序
章
　武
道
の
す
す
め

　松
永
光（
日
本
武
道
館
）／
高
村
正
彦（
武
道
議
員
連
盟
）
　／

　有
松
育
子（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　い
ざ
！
　武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　柔
道
の
す
す
め

　大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　剣
道
の
す
す
め

　森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　弓
道
の
す
す
め

　森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　相
撲
の
す
す
め

　塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　空
手
道
の
す
す
め

　金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　合
気
道
の
す
す
め

　多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
山
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　銃
剣
道
の
す
す
め

　桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　古
武
道
の
す
す
め

　竹
内
藤
十
郎（
柔
術
）／
笹
森
建
美（
剣
術
）／
加
藤
伊
三
男（
槍
術
）／

　小
笠
原
清
忠（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史
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BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

（ Ｂ５判・上製・箱入・526 頁 ）
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第
１
回
国
際
女
子
相
撲
選
抜
堺
大
会

（
主
催
＝
日
本
女
子
相
撲
連
盟
）
が
４
月

21
日
、
堺
市
大
浜
公
園
相
撲
場
で
開
か
れ

た
。
本
大
会
は
、
女
子
相
撲
の
普
及
発
展

を
目
指
す
た
め
に
創
設
さ
れ
た
大
会
で
、

タ
イ
、
香
港
、
台
湾
の
３
カ
国
か
ら
選
手

を
招
い
て
国
際
大
会
と
し
て
開
か
れ
た
。

　

大
会
は
３
人
制
の
団
体
戦
と
個
人
戦
で

行
わ
れ
、
個
人
戦
は
体
重
別
の
軽
量
・
中

量
・
重
量
の
３
階
級
と
体
重
無
差
別
の
４

種
目
が
行
わ
れ
た
。
日
本
勢
は
全
種
目
で

優
勝
を
果
た
し
た
。

■
個
人
戦

▽
軽
量
級
（
60
㎏
未
満
・
34
名
出
場
）

　

準
決
勝
進
出
は
松
浦
み
な
美（
静
岡
）、

黒く
ろ

田だ

彩あ
や

海み

（
佐
賀
）、松ま
つ

尾お

清さ
や

香か

（
熊
本
）、

野の

﨑ざ
き

舞ま

夏な

星ほ

（
静
岡
）
の
４
名
。

　

第
１
試
合
は
松
浦
対
黒
田
。
松
浦
が
黒

田
の
左
足
を
と
っ
て
倒
し
、松
浦
の
勝
ち
。

　

第
２
試
合
は
野
﨑
対
松
尾
。
野
﨑
は
立

合
で
右
下
手
を
と
る
と
、
右
足
を
か
け
な

初
の
国
際
女
子
相
撲
大
会
を
開
催

第
１
回
国
際
女
子
相
撲
選
抜
堺
大
会

無差別級決勝＝兼平（左）対今

大会風景 会場となった堺市大浜公園相撲場
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が
ら
す
く
い
投
げ
て
勝
っ
た
。

　

決
勝
は
野
﨑
対
松
浦
の
静
岡
同
士
の
顔

合
わ
せ
。
互
い
に
低
い
立
合
で
ぶ
つ
か

り
、
ま
わ
し
が
と
れ
な
い
。
野
﨑
は
下
に

潜
り
込
ん
だ
松
浦
の
上
半
身
に
体
重
を
乗

せ
る
と
、
そ
れ
を
嫌
が
っ
て
松
浦
が
動
い

た
機
を
と
ら
え
て
ひ
ね
り
、
優
勝
を
決
め

た
。

◉
優
勝
＝
野
﨑
舞
夏
星
選
手
（
静
岡
）

「
う
れ
し
い
で
す
。
決
勝
は
一
緒
に
稽
古

を
す
る
こ
と
も
あ
る
松
浦
さ
ん
が
相
手
で

し
た
が
、
全
力
で
戦
い
ま
し
た
。
次
の
大

会
も
優
勝
し
た
い
で
す
」

▽
中
量
級
（
60
㎏
以
上
75
㎏
未
満
・
11
名

出
場
）

　

台
湾
か
ら
出
場
し
た
チ
ェ
ン
・
ジ
ャ
ー

フ
ァ
ン
は
、
初
戦
の
準
々
決
勝
で
水
沼
ひ

か
る（
愛
媛
）を
は
た
き
込
み
で
降
す
と
、

準
決
勝
で
兼か
ね

平ひ
ら

志し

織お
り

（
青
森
）
と
対
戦
。

チ
ェ
ン
は
兼
平
を
強
烈
に
突
く
が
、
兼
平

は
チ
ェ
ン
の
ま
わ
し
を
が
っ
ち
り
摑つ
か

ん
で

離
れ
な
い
。
兼
平
が
寄
る
と
チ
ェ
ン
の
抵

抗
む
な
し
く
足
が
土
俵
を
割
り
、
兼
平
が

決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

決
勝
は
兼
平
対
山や
ま

中な
か

未み

久く

（
京
都
）。

立
合
、
山
中
は
右
下
手
を
差
す
と
、
す
か

さ
ず
は
た
き
込
む
が
、
兼
平
は
こ
れ
を
な

軽量級決勝＝野﨑（手前）対松浦

中量級決勝＝兼平（右）対山中

ん
と
か
こ
ら
え
る
。
こ
の
時
、
山
中
の
体

勢
が
崩
れ
て
い
る
の
を
見
逃
さ
な
か
っ
た

兼
平
が
山
中
を
押
し
倒
し
て
、
優
勝
を
手

中
に
収
め
た
。

◉
優
勝
＝
兼
平
志
織
選
手
（
青
森
）

「
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
小
学
生
か
ら

ず
っ
と
相
撲
を
続
け
て
き
て
、
は
じ
め
て

の
タ
イ
ト
ル
で
す
。
相
撲
は
一
瞬
で
勝
負

が
決
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の
一
瞬

の
た
め
に
ず
っ
と
稽
古
を
し
て
い
ま
す
」

▽
重
量
級
（
75
㎏
以
上
・
17
名
出
場
）

　

出
場
選
手
中
最
重
量
の
チ
ェ
ン
・
シ
ュ
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ニュース

ー
ヨ
ウ
（
台
湾
・
135
㎏
）
は
初
戦
の
２
回

戦
を
勝
っ
て
、
準
々
決
勝
で
鳥と
り

井い

本も
と

聖せ

奈な

（
埼
玉
）
と
対
戦
し
た
が
、
鳥
井
本
に
寄

り
切
ら
れ
て
敗
退
し
た
。

　

そ
の
鳥
井
本
は
準
決
勝
を
勝
っ
て
、
決

勝
で
谷や

内ち

明あ

日す

実み

（
東
京
）
と
対
戦
。
右

四
つ
に
組
ん
で
鳥
井
本
が
右
上
手
投
げ
で

谷
内
の
体
を
傾
け
る
が
決
ま
ら
な
い
。
窮

地
を
凌し
の

い
だ
谷
内
は
頭
を
鳥
井
本
の
胸
に

押
っ
つ
け
て
寄
り
、
そ
の
ま
ま
寄
り
切
っ

た
。

◉
優
勝
＝
谷
内
明
日
実
選
手
（
東
京
）

「
個
人
戦
で
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
で
す

が
、
団
体
戦
で
負
け
て
し
ま
っ
た
の
で
、

悔
し
い
思
い
が
強
い
で
す
。
５
月
の
全
日

本
で
頑
張
り
ま
す
」

▽
無
差
別
級
（
42
名
出
場
）

　

体
重
無
差
別
で
行
わ
れ
た
が
、
中
量
・

軽
量
の
選
手
が
大
活
躍
し
た
。
準
決
勝
で

は
中
量
級
の
覇
者
・
兼
平
と
軽
量
級
の
覇

者
・
野
﨑
が
対
戦
し
た
。
兼
平
は
立
合
で

野
﨑
を
突
き
落
と
し
て
決
勝
へ
。

　

相
手
は
青
森
県
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
、

準
々
決
勝
で
重
量
級
優
勝
の
谷
内
を
破
っ

た
今こ
ん

日ひ
よ
り和
（
青
森
）。
兼
平
は
左
四
つ
の

体
勢
か
ら
一
気
に
寄
る
と
、
最
後
は
左
上

手
投
げ
で
今
を
破
り
、
中
量
級
に
続
い

て
、
本
大
会
２
つ
目
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得

し
た
。

◉
優
勝
＝
兼
平
志
織
選
手
（
青
森
）

「
驚
き
ま
し
た
。
中
量
級
で
勝
っ
て
い
た

の
で
、
楽
に
臨
め
ま
し
た
。
そ
の
分
足
が

よ
く
動
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
将
来
は

保
安
系
の
仕
事
が
し
た
い
で
す
ね
」

■
団
体
戦
（
17
チ
ー
ム
出
場
）

　

出
場
資
格
に
制
限
の
な
い
オ
ー
プ
ン
大

会
の
た
め
、
タ
イ
、
台
湾
の
ほ
か
、
日
本

勢
15
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。

　

タ
イ
は
初
戦
の
２
回
戦
で
佐
賀
県
に
敗

退
。
台
湾
は
初
戦
で
富
山
県
高
校
チ
ー
ム

を
破
る
も
２
回
戦
で
青
森
県
に
２
―
１
で

敗
れ
た
。
そ
の
青
森
県
は
続
く
準
々
決
勝

で
九
州
情
報
大
を
下
し
、
ベ
ス
ト
４
進
出

を
決
め
た
。

　

そ
の
他
、
ベ
ス
ト
４
に
勝
ち
上
が
っ
た

の
は
、
朝
日
大
、
日
本
大
、
全
静
岡
の
各

チ
ー
ム
。

◎
準
決
勝

　

日
本
大　

２
―
１　

朝
日
大

　

日
本
大
先
鋒
の
上う
え

田た

幸ゆ

佳か

は
立
合
の
一

押
し
で
朝
日
大
・
野の

上が
み

麻あ
さ

奈な

を
土
俵
の
外

へ
。
続
く
中
堅
戦
は
日
本
大
の
谷
内
が
体

格
を
活
か
し
て
あ
っ
さ
り
と
押
し
出
し

た
。
最
後
は
朝
日
大
の
大
将
・
武た
け

内う
ち

萌め
ぐ

実み

が
意
地
を
見
せ
た
が
、
２
―
１
で
日
本
大

が
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

青
森
県　

３
―
０　

全
静
岡

　

全
静
岡
は
中
堅
の
松ま
つ

浦う
ら

麻あ
さ

乃の

が
個
人
戦

重
量
級
の
試
合
で
負
傷
し
て
棄
権
。
軽
量

重量級決勝＝谷内（左）対鳥井本

無差別級準決勝＝中量級優勝の兼平（右）が軽量級優勝の野﨑を破る
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団体戦決勝・大将戦＝青森県・鳥井本が日本大・岩本を破って優勝を決めた

団体戦優勝＝青森県

個人戦優勝＝左から野﨑（軽量級）、兼平（中量級・
　　　　　　無差別級）、谷内（重量級）

　

青
森
県
の
大
将
、
鳥
井
本
は
立
合
で
諸

差
し
と
な
り
、
土
俵
際
に
詰
め
る
。
日
本

大
の
岩
本
も
渾こ
ん

身し
ん

の
上
手
投
げ
を
見
せ
る

が
、
そ
の
ま
ま
倒
れ
込
ん
で
軍
配
は
鳥
井

本
。
青
森
県
が
記
念
す
べ
き
第
１
回
大
会

の
優
勝
を
決
め
た
。

◉
優
勝
＝
鳥
井
本
豊
監
督
（
青
森
）

「
選
手
た
ち
は
個
人
戦
で
い
い
流
れ
を
作

っ
て
、
そ
の
ま
ま
団
体
戦
に
臨
ん
だ
と
い

う
感
じ
で
す
ね
。
決
勝
の
相
手
の
日
本
大

は
強
い
の
で
、
一
番
の
山
場
で
し
た
。
中

堅
の
今
が
踏
ん
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
次

の
大
会
も
優
勝
し
た
い
で
す
ね
」

級
優
勝
の
野
﨑
と
同
じ
く
準
優
勝
の
松
浦

（
み
）
が
土
俵
に
上
が
っ
た
が
、
な
す
す

べ
な
く
敗
退
し
、
３
―
０
で
青
森
県
が
決

勝
へ
勝
ち
進
ん
だ
。

◎
決
勝

　

青
森
県　

２
―
１　

日
本
大

　

青
森
県
先
鋒
の
兼
平
は
、
日
本
大
・
上

田
の
押
し
に
こ
ら
え
き
れ
ず
土
俵
際
に
押

し
込
ま
れ
て
倒
さ
れ
た
。

　

中
堅
戦
、
青
森
県
の
今
は
日
本
大
の
谷

内
を
相
手
に
防
戦
一
方
。
土
俵
際
ま
で
押

さ
れ
た
が
、
俵
に
足
を
か
け
て
、
土
俵
を

回
り
込
み
な
が
ら
逆
転
の
は
た
き
込
み
で

勝
利
を
も
ぎ
と
っ
た
。

【
大
会
結
果
】

■
団
体
戦
＝
①
青
森
県
②
日
本
大
③
全
静

岡
、
朝
日
大

■
個
人
戦

▽
軽
量
級
＝
①
野
﨑
舞
夏
星
（
静
岡
）
②

松
浦
み
な
美
（
静
岡
）
③
松
尾
清
香
（
熊

本
）、
黒
田
彩
海
（
佐
賀
）

▽
中
量
級
＝
①
兼
平
志
織
（
青
森
）
②
山

中
未
久
（
京
都
）
③
チ
ェ
ン
・
ジ
ャ
ー

フ
ァ
ン
（
台
湾
）、
岩
本
幸
奈
（
東
京
）

▽
重
量
級
＝
①
谷
内
明
日
実
（
東
京
）
②

鳥
井
本
聖
奈
（
埼
玉
）
③
稲
葉
映
美
（
京

都
）、
上
田
幸
佳
（
東
京
）

▽
無
差
別
級
＝
①
兼
平
志
織
（
青
森
）
②

今
日
和
（
青
森
）
③
野
﨑
舞
夏
星
（
静

岡
）、
稲
葉
映
美
（
京
都
）
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《広告》

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）
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《広告》

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

　月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好

評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道

の
す
す
め
﹂
を
単
行
本
化
！

　柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相

撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少

林
寺
拳
法
・
な
ぎ
な
た
・
銃

剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方

に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す

ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、

わ
か
り
や
す
く
、
描
い
て
い

ま
す
。

　大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で

楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道

教
養
マ
ン
ガ
。

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

（Ｂ5判・236 頁）
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ニュース

第 41 回　関東学生空手道選手権大会

　

第
41
回
関
東
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

は
、
５
月
５
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
。

　男
子
組
手
は
石
塚
将
也
（
帝
京
）
が
初

優
勝
、
女
子
組
手
は
植
草
歩
（
帝
京
）
が

２
連
覇
を
果
た
し
た
。

　男
子
形
は
在
本
幸
司
（
帝
京
）、
女
子

形
は
仲
村
恵
（
山
梨
学
院
）
が
共
に
初
優

勝
を
飾
っ
た
。

■
組
手

　

組
手
競
技
は
、６
ポ
イ
ン
ト（
男
子
準
々

決
勝
以
降
は
８
ポ
イ
ン
ト
）
先
取
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
で
競
わ
れ
た
。

▽
男
子
（
303
名
出
場
）

　

準
決
勝
、
石
塚
将
也
（
帝
京
）
対
米
山

英
弥
（
国
士
舘
）。
終
始
石
塚
ペ
ー
ス
の

試
合
運
び
と
な
り
、
８
｜
２
で
石
塚
が
勝

利
し
、
決
勝
進
出
を
決
め
た
。
ま
た
、
須

男子組手、石塚将也（帝京）が初優勝

来賓挨拶
全日本空手道連盟会長　笹川　堯

男子組手決勝＝帝京・石塚（左）の上段蹴りが決まる



29 月刊「武道」　2013．6

【
大
会
結
果
】

 

◎
男
子
組
手

　

 

優

　勝
＝
石
塚
将
也
（
帝
京
）

　

 

準
優
勝
＝
須
田
芳
広
（
国
士
舘
）

　

 

第
三
位
＝
米
山
英
弥
（
国
士
舘
）

　
　
　

 　
　

遠
山
将
平
（
帝
京
）

 

◎
女
子
組
手

　

 

優

　勝
＝
植
草　

歩
（
帝
京
）

　

 

準
優
勝
＝
白
根
実
香
（
大
正
）

　

 

第
三
位
＝
畠
山
穂
風
（
国
士
舘
）

　
　

 　
　
　

月
井
隼
南
（
拓
殖
）

 

◎
男
子
形

　

 

優

　勝
＝
在
本
幸
司
（
帝
京
）

　

 

準
優
勝
＝
中
嶋
俊
文
（
慶
應
義
塾
）

　

 

第
三
位
＝
林
田
至
史
（
帝
京
）

　

 

　
　
　
　富
田
渓
介
（
山
梨
学
院
）

 

◎
女
子
形

　

 

優

　勝
＝
仲
村

恵
（
山
梨
学
院
）

　

 

準
優
勝
＝
遠
藤
千
夏
（
帝
京
）

　

 

第
三
位
＝
本
郷
毬
奈
（
山
梨
学
院
）

 　
　
　
　
　

津
田
温
子
（
青
山
学
院
）

田
芳
広
（
国
士
舘
）
対
遠
山
将
平
（
帝
京
）

は
、
８
｜
６
の
接
戦
を
制
し
た
須
田
が
決

勝
に
駒
を
進
め
た
。

　

決
勝
、
石
塚
対
須
田
。
序
盤
か
ら
中
盤

に
か
け
て
は
双
方
の
攻
め
合
い
が
続
き
、

ポ
イ
ン
ト
を
取
り
合
う
接
戦
と
な
っ
た
。

終
盤
は
、
主
審
の
始
め
の
声
と
同
時
に
お

互
い
が
技
を
出
し
合
う
激
し
い
戦
い
と
な

る
。
途
中
、
須
田
の
上
段
突
き
が
、
石
塚

の
顎
に
当
た
り
、
試
合
は
一
時
中
断
。
ド

ク
タ
ー
の
診
断
後
、
試
合
は
再
開
さ
れ
、

両
者
一
歩
も
譲
ら
ず
７
｜
７
の
同
点
が
続

い
た
。
試
合
終
了
間
際
、
石
塚
の
上
段
蹴

り
が
決
ま
り
、
８
｜
７
で
石
塚
が
初
優
勝

を
手
に
し
た
。

◎
優
勝
＝
石
塚
将
也
選
手
（
帝
京
）

「
課
題
が
山
積
み
で
す
。
も
っ
と
強
く
な女子組手決勝＝植草（左）対 白根

ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
」
と
冷
静
に

試
合
を
振
り
返
っ
て
い
た
。

▽
女
子
（
124
名
出
場
）

　

準
決
勝
、
植
草
歩
（
帝
京
）
対
畠
山
穂

風
（
国
士
舘
）
は
５
｜
０
で
植
草
が
、
白

根
実
香
（
大
正
）
対
月
井
隼
南
（
拓
殖
）

は
４
｜
１
で
白
根
が
、
勝
利
し
た
。

　

決
勝
、
植
草
対
白
根
。
連
覇
を
狙
う
植

草
は
、
上
段
突
き
で
先
制
。
白
根
も
攻
め

る
が
、
ポ
イ
ン
ト
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

１
ポ
イ
ン
ト
差
の
ま
ま
試
合
は
終
了
し
、

植
草
が
２
年
連
続
の
優
勝
を
決
め
た
。

◎
優
勝
＝
植
草
歩
選
手
（
帝
京
）

「
２
連
覇
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で

す
。
全
日
本
も
連
覇
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
」。笑
顔
で
喜
び
と
抱
負
を
語
っ
た
。

■
形

　

形
競
技
は
、
得
点
制
の
予
選
で
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
む
８
名
を
選
抜
。
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
旗
判
定
で
勝
負
を
決
し

た
。

▽
男
子
（
62
名
出
場
）

　

準
決
勝
は
前
々
回
３
位
の
在
本
幸
司
対

林
田
至
史
（
共
に
帝
京
）
と
、
前
回
３
位

の
中
嶋
俊
文
（
慶
應
義
塾
）
対
富
田
渓
介

（
山
梨
学
院
）
の
勝
負
と
な
っ
た
。

　

決
勝
に
進
ん
だ
の
は
在
本
と
中
嶋
。
ま

ず
在
本
が
ガ
ン
カ
ク
を
、
続
い
て
中
嶋
が

コ
ウ
ソ
ウ
ク
ン
シ
ホ
を
演
武
。
判
定
は
３

｜
２
で
在
本
の
初
優
勝
と
な
っ
た
。

▽
女
子
（
49
名
出
場
）

　

準
決
勝
、
前
回
３
位
の
遠
藤
千
夏
（
帝

京
）
が
津
田
温
子
（
青
山
学
院
）
を
、前
々

回
３
位
の
仲
村
恵
（
山
梨
学
院
）
が
同
大

学
の
本
郷
毬
奈
を
、
そ
れ
ぞ
れ
破
っ
て
決

勝
に
進
ん
だ
。

　

決
勝
、
遠
藤
対
仲
村
。
遠
藤
は
ウ
ン
ス

ー
を
、
仲
村
は
ア
ー
ナ
ン
を
演
武
し
た
。

判
定
は
４
｜
１
で
仲
村
が
初
優
勝
を
手
に

し
た
。

男子形優勝＝在本幸司（ガンカク）

女子形優勝＝仲村恵（アーナン）
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〈広告〉

金
城

　
裕
︵
き
ん
じ
ょ
う

　
ひ
ろ
し
︶

著

空
手
評
論
家

︿
目
次
﹀

第
一
章

　
﹁
唐
手
﹂
と
は
、
の
問
い
に
答
え
る

第
二
章

　
中
国
拳
法
を
巡
っ
て

第
三
章

　
琉
球
と
中
国
の
関
係
史

第
四
章

　
松
村
宗
昆
、﹁
手
﹂
に
息
吹
き
を
与
え
る

第
五
章

　
首
里
手
か
ら
唐
手
へ

第
六
章

　
﹁
唐
手
﹂
か
ら
﹁
空
手
﹂
へ

終

　
章

　
空
手
の
進
む
べ
き
道

題
字

　
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長

　
今
の
空
手
は
、
そ
の
源
流
で
あ
る
唐
手
の
精
神
と
伝
統

の
技
を
忘
れ
て
成
長
し
て
し
ま
っ
た
。
空
手
の
将
来
に
豊

か
な
展
望
を
持
つ
た
め
に
も
、
唐
手
誕
生
の
歴
史
を
正
し

く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る―

―

。

　
空
手
修
業
歴
八
十
年
。
生
涯
を
空
手
に
捧
げ
て
き
た
著

者
が
史
料
を
繙
き
な
が
ら
、
唐
手
が
誕
生
し
、
空
手
と
な
っ

た
過
程
を
辿
る
。
武
道
研
究
者
必
携
の
一
書
。

日本武道館の単行本

︵
四
六
判
・
上
製
・
四
五
四
頁
︶

か
ら

て
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日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

翻
訳
・
編
集
：
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト

日
本
武
道
館
編

日
本
の
武
道（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁 

）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

日
本
武
道
館
編

BU
D

Ō

：

TH
E M

A
R

TIA
L W

A
Y

S O
F JA

PA
N

（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
３
３
６
頁
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

）

武
道
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
『
日
本
の
武
道
』
の
英

語
版
。
海
外
武
道
修
業
者
に
お
す
す
め
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁 

） 著

金
澤 

弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
並
製
・
２
３
６
頁 

） 著

田
代
し
ん
た
ろ
う

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
、
わ
か
り
や
す
く
描

く
。
大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な

る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。
空
手
道
は
５
話
を
掲
載
。

早
稲
田
大
学
教
授（ 

四
六
判
・
上
製
・
４
１
０
頁 

） 著

菅
野

　

 

純

武
道
子
ど
も
の
心
を
は
ぐ
く
む

臨
床
心
理
学
の
立
場
か
ら
、
子
ど
も
を
育
む
武
道
の

可
能
性
、
教
育
力
に
迫
る
。
子
ど
も
を
よ
り
良
く
伸

ば
す
た
め
の
知
恵
と
珠
玉
の
言
葉
を
満
載
。

月
刊
「
武
道
」
記
者

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
６
頁 

） 著

田
谷 

将
俊

大
先
輩
に
聞
く

各
武
道
の
先
達
三
十
名
に
直
接
取
材
。
武
道
と
の
出

合
い
か
ら
修
行
時
代
、
そ
し
て
現
在
を
語
る
。
空
手

道
で
は
江
里
口
栄
一
、
辻
川
禎
親
、
金
城
裕
の
３
氏

を
収
録
。
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